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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気
回
復
？　

と
ん

で
も
な
い
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
し
た
だ

け
で
す
。実
質
賃
金
は
毎
年
下
が
り
続
け
、

零
細
下
請
企
業
は
切
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
頓
挫
に
焦
る
安
倍
政

権
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
言
い
出

し
ま
し
た
。「
世
界
一
企
業
に
有
利
な
国
」

を
目
指
す
安
倍
政
権
の
「
同
一
賃
金
」
は
、

正
規
雇
用
者
の
賃
下
げ
に
作
用
す
る
危
険

が
高
い
で
し
ょ
う
。
総
資
本
と
安
倍
政
権

に
真
っ
向
か
ら
反
撃
す
る
こ
と
が
、
今
年

の
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
の
基
本
課
題
で
す
。

　

５
月
１
日
の
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
は
、
現

役
と
の
共
闘
の
場
で
す
。
退
職
者
会
は
今

年
も
全
力
で
す
。奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
９
月
19
日
に
強
行
成
立
さ
れ
た
安

保
法
制
は
、
３
月
29
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
戦
争
で
き
る
国
へ
大
き
な
転
換
で
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
原
発
の
再
稼
働
、
沖
縄

県
民
の
民
意
を
無
視
し
た
辺
野
古
新
基
地

建
設
、
教
育
の
国
家
統
制
強
化
、
マ
ス
コ

ミ
に
対
す
る
規
制
強
化
な
ど
、
平
和
と
い

の
ち
、
人
権
を
保
障
す
る
憲
法
の
精
神
と

原
則
を
ふ
み
に
じ
る
政
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
夏
の
参
議
院
選
で
改
憲
勢

力
を
３
分
の
２
に
増
や
し
、「
憲
法
改
悪
」

を
現
実
化
し
よ
う
と
企
ん
で
い
ま
す
。

　

安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
、
大
き
な

共
同
行
動
と
し
て
５
月
３
日
に
憲
法
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

安倍政治を許さない！
5・1日比谷メーデー

昨年の日比谷メーデー

5・３ 憲法集会

昨年の憲法集会（横浜）

四ッ谷見附・満開の桜
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今
年
の「
演
芸
を
楽
し
む
会
」は
、

国
立
演
芸
場
の
３
月
中
席
。
３
月

た
落
語
は
本
当
に
面
白
く
、
爆
笑

に
継
ぐ
爆
笑
。
曲
芸
、漫
才
、奇
術
、

今年も大好評
曲
独
楽
や
若
手
の
落
語
な
ど

で
３
時
間
余
の
上
演
時
間
で

し
た
が
、
十
分
楽
し
め
、
参

加
者
か
ら
は
、
全
体
的
に
は

好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
落
語

協
会
系
の
番
組
を
選
択
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
落
語
芸
術

協
会
系
の
番
組
に
し
て
み
ま

し
た
。
他
の
行
事
と
の
関
係

で
例
年
２
月
か
３
月
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
系
列
や
看
板

の
落
語
家
の
選
択
、
開
催
時

期
を
含
め
て
、
参
加
者
か
ら

も
改
め
て
感
想
を
聞
き
、
来

年
以
降
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
庄
司
）

17
日
、
家
族
を
含
め
14

名
が
参
加
。
直
前
に
体

調
不
良
や
家
族
の
関
係

で
複
数
の
方
が
参
加
で

き
な
く
な
り
、
い
つ
も

よ
り
減
り
ま
し
た
。

　

看
板
は
古
典
落
語
に

定
評
の
あ
る
春
風
亭
小

柳
枝
、
新
作
も
の
を
得

意
と
す
る
中
堅
の
桂
幸

丸
と
春
風
亭
柳
之
助
。

肝
心
の
小
柳
枝
は
声
が

低
く
て
話
し
が
わ
か
り

ず
ら
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
ち
ょ
っ
と
残
念
。

期
待
通
り
だ
っ
た
の
は
む
し
ろ
柳

之
助
、
歌
謡
曲
の
物
ま
ね
を
入
れ

演芸を楽しむ会

国
記
念
の
日
を
考
え
る
集
会
」。
２
名

参
加
。
▼
２
月
16
日
、
清
掃
会
館
で
東

京
清
掃
退
職
者
送
別
会
。
参
加
者
は
例

年
よ
り
多
く
楽
し
い
会
に
。
▼
２
月
17

日
、
田
町
交
通
で
狭
山
事
件
の
再
審
を

求
め
る
東
京
集
会
。
３
名
参
加
。
▼
２

月
17
日
、
主
婦
会
館
で
東
京
清
掃
一
組

総
支
部
新
春
交
歓
会
。
庄
司
事
務
局
長

が
参
加
。
▼
２
月
19
日
、東
京
総
行
動
・

け
ん
り
春
闘
経
団
連
抗
議
行
動
に
１

名
参
加
。
▼
２
月
19
日
、
戦
争
法
廃

止
！
安
倍
内
閣
退
陣
！
国
会
前
行
動

に
９
名
参
加
。
▼
２
月
21
日
、
止
め

よ
う
！
辺
野
古
埋
立
国
会
大
包
囲
に

７
名
参
加
。
▼
２
月
23
日
、
歩
こ
う

会
「
港
区
・
大
使
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

に
５
名
参
加
。
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ

れ
た
場
所
を
巡
る
。
▼
３
月
６
日
～

＊
２
月
９
日
第
４
回
幹

事
会
か
ら
３
月
８
日
第

９
回
三
役
会
ま
で

▼
２
月
９
日
、
幹
事
会

の
後
、
旅
行
部
会
と
企

画
部
会
。
旅
行
会
、
お

花
見
ウ
ォ
ー
ク
等
検
討
。

▼
２
月
11
日
、
日
本
教

育
会
館
で
「
憲
法
と
建

退職者会
活動日誌

７
日
、
箱
根
で
都
退

協
学
習
会
。
柳
副
会

長
が
参
加
。
▼
事
務

局
会
議
・
事
務
業
務

は
４
回
実
施
。

に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
間
、
戦
争
法

廃
止
の
運
動
等
に

積
極
的
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
退
職
者

会
運
動
の
強
化
へ

向
け
た
議
論
を
深

め
る
た
め
、
是
非

総
会
に
参
加
し
て

 第９回定期総会 
〈日時〉　５月 27 日（金）

午前10 時受付
〈場所〉　清掃会館ホール
〈議案〉　①活動方針（案）

②10周年事業（案）
③旅費改正（案）
④会計予算（案）

 総会懇親会 
〈日時〉　５月 27 日（金）

12 時 30 分
（総会終了後）

〈場所〉　清掃会館ホール

第
９
回
定
期
総
会

５
月
27
日
開
催

く
だ
さ
い
。
出
欠
連
絡
の

返
信
用
ハ
ガ
キ
を
必
ず

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
参
加

で
き
な
い
方
は
返
信
用
ハ

ガ
キ
に
印
刷
し
て
あ
る
委

　

第
９
回
定
期
総
会
を
５
月
27
日

任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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電
力
会
社
を
選
べ
る
こ
と
に

自
由
化
で
停
電
の
心
配
は
？

電
力
会
社
と
経
産
省
の
逆
襲

　

３
月
30
日
、
都
庁
職
員
退
職
者

連
合
会
（
都
庁
退
）
の
学
習
交
流

会
が
都
庁
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
電
力
自
由

化
を
考
え
る
」、
講
師
は
自
治
退
事

務
局
長
の
川
端
さ
ん
。
主
な
内
容

は
以
下
の
と
お
り
で
、結
論
は
「
少

な
く
と
も
東
電
と
の
契
約
は
止
め

よ
う
」
で
し
た
。

　

戦
後
長
ら
く
、９
電
力
会
社
（
プ

ラ
ス
原
発
を
持
た
な
い
沖
縄
）
に

よ
る
地
域
独
占
体
制
が
続
い
て
き

た
が
、
４
月
か
ら
一
般
家
庭
も
電

力
会
社
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

電
力
自
由
化
で
、
CO2
削
減
の
絶

好
の
機
会
と
、
原
発
由
来
の
電
力

を
買
わ
な
い
と
い
う
選
択
肢
が
で

き
た
。
買
わ
な
い
こ
と
で
脱
原
発

に
市
場
で
関
与
で
き
る
。

　

ど
こ
の
電
力
会
社
か
ら
電
気
を

買
っ
て
も
停
電
は
起
き
な
い
。
送

配
電
網
管
理
会
社
が
調
整
す
る
か

ら
だ
。
ま
た
、
新
電
力
会
社
が
倒

産
し
て
も
現
電
力
会
社
が
電
気
を

供
給
す
る
の
で
止
ま
ら
な
い
。
電

線
は
現
在
の
送
配
電
線
が
使
わ
れ

る
。
新
電
力
会
社
と
契
約
す
る
場

合
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
（
自
動

検
針
、
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

用
の
電
力
量
計
）
を
設
置
す
る
必

維
持
さ
れ
る
が
、
送
ら
れ
る
電
気

は
原
発
か
ら
も
自
然
エ
ネ
発
電
か

ら
の
電
気
も
一
緒
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
エ
ネ
の
電
気
だ
け
を

送
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

発
・
送
電
分
離
が
真
の
自
由
化

の
条
件
だ
が
、現
在
の
分
離
は
「
会

計
分
離
」
で
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
分

離
」。
親
会
社
の
利
益
が
優
先
さ
れ

る
。
新
電
力
会
社
は
電
力
会
社
が

支
配
す
る
電
線
を
使
う
し
か
な
い
。

電
力
会
社
と
経
産
省
が
結
託
し
て
、

①
低
圧
電
力
に
不
利
な
託
送
料
金
、

②
接
続
可
能
量
設
定
等
自
然
エ
ネ

に
厳
し
い
条
件
を
付
け
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
を
妨
害
し
て
い
る
。

　

自
然
エ
ネ
由
来
電
源
の
拡
大
に

は
、
ど
の
よ
う
な
電
気
を
買
っ
て

い
る
の
か
消
費
者
に
見
え
る
よ
う

に
す
る
電
源
構
成
表
示
の
義
務
化

が
必
要
だ
が
、
大
手
電
力
と
経
産

省
は
義
務
下
を
後
退
さ
せ
た
。
消

費
者
の
声
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。

要
が
あ
る
が
機
器
は
無
料
。

　

な
お
、
賃
貸
や
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
、
一
括
契
約
の
場
合

は
管
理
組
合
等
と
の
調
整
が

必
要
に
な
る
。

　

電
気
の
安
定
供
給
体
制
は

新
規
参
入
会
社
も
い
ろ
い
ろ

　

新
規
参
入
会
社
の
形
態
は
、
次

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

①
自
前
で
発
電
、
自
社
営
業
→
東

京
ガ
ス
、
石
油
会
社
な
ど

②
電
気
を
仕
入
れ
、
自
社
商
品
と

セ
ッ
ト
販
売
→
通
信
会
社
、
東

急
、
ロ
ー
ソ
ン
な
ど

③
契
約
者
限
定
→
生
協
、
地
域
共

同
事
業
体
な
ど

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
東
電
か
ら
買

う
。
東
急
も
東
電
か
ら
の
よ
う
だ
。

　

自
然
エ
ネ
普
及
を
目
指
す
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
、
現
在
12
社
を
推
奨
し
て
い

る
が
、
現
時
点
で
は
十
分
供
給
で

き
る
能
力
に
乏
し
い
。
10
月
頃
ま

で
に
は
相
当
な
能
力
を
持
つ
と
み

ら
れ
る
。
ま
だ
あ
わ
て
る
必
要
は

な
い
。
じ
っ
く
り
見
定
め
よ
う
。

　

電
力
販
売
会
社
選
択
の
ポ
イ
ン

ト
は
５
つ
。
①
電
源
構
成
等
の
情

報
開
示
、
②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中

心
の
電
源
調
達
、
③
原
発
・
石
炭

火
力
不
使
用
、
④
地
域
・
市
民
に

よ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
視
、
⑤

大
手
電
力
会
社
と
資
本
関
係
な
し
。

　

市
民
が
自
然
エ
ネ
を
選
べ
ば
、

市
民
の
力
で
原
発
を
拒
否
で
き
る
。

原
発
と
石
炭
火
力
由
来
拒
否

原
発
・
石
炭
火
力
を
排
し

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

へ
、
電
気
を
選
ん
で
社
会
を

変
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

都庁退
学習会

川端講師
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被
解
雇
者
３
名
を
職
場
へ
戻
せ

　

自
治
労
昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤

回
闘
争
支
援
共
闘
会
議
に
よ
る
裁

判
闘
争
支
援
集
会
が
、
３
月
10
日
、

清
掃
会
館
で
行
わ
れ
、
１
０
９
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

宮
本
支
援
共
闘
議
長
が
「
昭
和

運
輸
は
、
今
年
１
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
自
主
的
に
『
労
供
労
働

者
』
43
名
の
厚
生
年
金
加
入
申
込

書
を
期
限
で
あ
る
今
日
、
葛
飾
年

金
事
務
所
に
提
出
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
２
年
間
遡
及
し
て
の
保
険

料
支
払
い
が
免
除
さ
れ
て
、
社
会

保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。」
等
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

中
野
弁
護
士
は
「
昭
和
運
輸
は

偽
装
労
働
者
供
給
事
業
に
よ
っ
て

３
名
の
不
当
解
雇
を
行
っ
た
。
会

社
側
は
、
３
名
を
雇
用
し
て
い
な

い
の
で
解
雇
で
な
い
と
し
て
い
る
。

労
働
者
の
雇
用
責
任
が
ど
こ
に
も

な
い
。
こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
い
の
か
。
何
と
し
て
も
３
名
を

職
場
に
戻
そ
う
」
と
訴
え
、
細
川

弁
護
士
は
「
４
日
18
日
と
４
月
25

日
の
東
京
地
裁
６
３
１
法
廷
、
午

後
１
時
15
分
か
ら
の
裁
判
山
場
傍

聴
支
援
」
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

　

原
告
団
か
ら
は
「
自
分
た
ち
に

か
け
ら
れ
た
不
当
な
解
雇
を
撤
回

さ
せ
て
、
職
場
に
必
ず
戻
る
」
と

闘
い
の
決
意
が
示
さ
れ
、
集
会
参

加
者
は
、
昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤

回
闘
争
支
援
に
む
け
て
、
団
結
を

固
め
ま
し
た
。（
宮
本
恒
雄
）

　

安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）
の
強
行
採

決
か
ら
半
年
に
あ
た
る
３
月
19
日
、「
戦

争
法
廃
止
！
安
倍
政
権
の
暴
走
許
さ
な

い
！
総
が
か
り
日
比
谷
大
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
６
千

人
が
結
集
、
法
の
廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

戦
争
法
が
施
行
さ
れ
た
３
月
29
日
、

「
閣
議
決
定
抗
議
！
国
会
前
大
集
会
」
に

３
万
７
千
人
が
駆
付
け
ま
し
た
。
民
進

党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
生
活
の
党
が

連
帯
の
挨
拶
、
野
党
共
闘
の
力
で
参
議

院
選
に
勝
利
し
、
安
倍
内
閣
を
退
陣
に

追
い
込
む
等
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。勝
負
は
参
議
院
選
で
す
。安
倍
退
陣
、

戦
争
法
廃
止
へ
闘
い
続
け
ま
し
ょ
う
。

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
、
安
倍
政

権
は
各
地
で
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
３
月
26
日
、
代
々
木

公
園
で
「
原
発
の
な
い
未
来
へ
！
全
国

大
集
会
」が
開
か
れ
、３
万
５
千
人
が「
安

倍
政
権
Ｎ
Ｏ
！
」
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

福
島
現
地
の
「
政
府
に
よ
る
強
制
帰

還
、
賠
償
打
切
り
」
抗
議
や
、
愛
媛
県

の
「
県
民
の
３
分
の
２
が
伊
方
原
発
再

稼
働
反
対
」
等
の
報
告
に
続
き
、
戦
争

法
廃
止
や
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対

の
現
地
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
原
宿
・
青
山
方
面
等
３
コ
ー

ス
へ
向
け
デ
モ
。「
原
発
再
稼
働
反
対
！
」

「
安
倍
政
権
退
陣
！
」等
を
訴
え
ま
し
た
。

安倍の暴走を許さない！

原発のない未来へ！


